
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

七
四

近
世
語

「
ひ
や
う
き
ん
」

漢
語
の
通
俗
化

の
語
誌

藤
　
　
井

涼
　
　
子

は
じ
め
に

　
日
本
語
の
語
彙
は
、
漢
語
を
外
来
要
素
と
し
て
う
け
い
れ
る
こ
と
で
、
そ
の

内
容
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
き
た
。
漢
語
の
影
響
を
様
々
な
面
で
和
語
が
う
け

る
一
方
で
、
漢
語
が
日
本
語
の
中
に
定
着
す
る
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
漢
語
自

体
の
意
味
、
用
法
が
中
国
本
来
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
く
る
場
合
も
多
い
。
特

に
近
世
に
お
い
て
は
、
そ
の
語
形
、
語
義
、
表
記
が
大
き
く
変
わ
り
、
漢
語
で

あ
る
か
ど
う
か
も
見
き
わ
め
が
た
く
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
漢
語
の
通
俗
化
」
が

顕
著
に
お
こ
る
。
こ
の
こ
と
は
近
世
の
漢
語
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ

　
　
０

て
い
る
。

　
本
稿
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
近
世
初
期
の
仮
名
草
子
に
見
ら
れ
、
漢
語
「
副

軽
」
に
発
し
た
と
思
わ
れ
る
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌
を
た
ど
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
語
自
体
が
「
瓢
金
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
語
形
・

語
義
・
表
記
と
も
漢
語
「
剰
軽
」
と
は
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず

「
ひ
や
う
き
ん
」
が
漢
語
て
剰
軽
」
に
発
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
語
誌
を
た
ど
る
中
で
、
漢
語
「
瓢

軽
」
と
共
通
す
る
部
分
、
異
な
る
部
分
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
し
ば
ら
く
は
『
大
漢
和
辞
典
』
等
の
記
述
に
従
い
、

「
ひ
や
う
き
ん
」
は
漢
語
「
瓢
軽
」
か
ら
変
化
し
た
も
の
と
し
て
考
察
を
す
す

め
る
。

　
「
ひ
や
う
き
ん
」
は
近
世
初
期
の
仮
名
草
子
類
に
現
れ
る
が
、
中
で
も
、
名

所
記
・
評
判
記
等
の
実
用
的
・
娯
楽
的
な
も
の
に
用
い
ら
れ
、
広
く
多
く
の
人

の
目
に
ふ
れ
、
そ
う
し
た
市
井
の
一
種
の
風
俗
を
表
す
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
意

味
で
非
常
に
近
世
的
な
語
と
言
え
よ
う
。
こ
の
語
誌
を
た
ど
る
こ
と
で
、
近
世

の
漢
語
が
日
本
語
の
語
彙
の
中
に
定
着
す
る
、
そ
の
一
つ
の
典
型
を
明
ら
か
に



で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

二
　
中
国
に
お
け
る

「
剰
軽
」

　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
を
考
察
す
る
に
先
立
ち
、
中
国
に
お
け
る
漢
語

「
瓢
軽
」
の
語
義
と
用
法
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
「
剰
」
、
「
軽
」
そ
れ
ぞ

れ
の
語
義
か
ら
見
て
ゆ
く
。

　
「
瓢
」
に
つ
い
て
は
、
『
説
文
』
に
よ
れ
ば
「
硬
刺
也
　
瓜
刀
票
聲
」
と
あ
り
、

「
刀
」
が
そ
の
意
符
で
あ
り
、
刃
物
や
石
の
針
で
対
象
を
刺
し
傷
っ
け
る
義
を

も
つ
。

例
－
　
瓢
　
匹
妙
切
　
強
取
又
輕
也
（
廣
韻
）

『
廣
韻
』
で
は
、
例
１
の
よ
う
に
、
「
剰
」
の
語
義
を
「
強
取
」
と
説
明
し
て
い

る
。
『
説
文
』
に
示
さ
れ
る
語
義
と
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
対
象
を

刺
し
、
傷
っ
け
る
行
為
も
、
「
強
取
」
す
な
わ
ち
無
理
や
り
に
奪
い
と
る
行
為

も
、
攻
撃
的
・
暴
力
的
行
為
と
い
う
点
で
は
通
じ
あ
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
攻

撃
性
・
暴
力
性
を
「
瓢
」
の
第
一
の
語
義
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
『
廣
韻
』
の
説
明
の
後
半
、
「
輕
也
」
は
「
副
」
が
「
軽
」
と
共
通
し

た
語
義
を
も
っ
こ
と
を
示
す
。

例
２
　
自
全
晋
時
、
已
患
其
劉
惇
　
陶
師
古
日
、
瓢
急
也
。
輕
也
。
惇
、
勇
也
。

　
　
（
漢
書
・
地
理
志
）

例
２
に
あ
げ
た
『
漢
書
』
師
古
注
も
同
様
に
、
「
剰
」
が
「
軽
」
と
共
通
し
た

　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

語
義
を
も
つ
こ
と
を
示
す
。
そ
の
「
軽
」
は
『
説
文
』
に
は
「
輕
車
也
」
、
『
集

韻
』
に
は
「
疾
也
」
と
あ
り
、
車
が
軽
快
に
進
む
よ
う
な
動
き
の
敏
捷
さ
が

「
軽
」
の
語
義
の
一
っ
で
あ
る
。
「
瓢
」
が
そ
の
第
一
の
語
義
で
あ
る
攻
撃
性
を

発
揮
す
る
際
に
こ
の
よ
う
な
敏
捷
性
を
あ
わ
せ
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
、

「
剰
」
の
第
二
の
語
義
と
し
て
、
こ
こ
に
敏
捷
性
と
い
う
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　
「
軽
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
「
副
」
と
共
通
す
る
動
き
の
敏
捷
性
が

語
義
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
『
廣
韻
』
に
「
輕
、
輕
重
」
と
あ
る
よ
う
に

「
重
」
の
対
義
語
と
し
て
、
重
量
が
小
で
あ
る
義
を
表
す
。
本
来
の
語
義
と
転

義
と
の
区
別
は
つ
け
難
い
が
、
こ
こ
で
は
動
作
の
敏
捷
性
を
第
一
の
語
義
、
軽

量
性
を
第
二
の
語
義
と
す
る
。

　
ま
た
、
こ
の
軽
量
性
が
性
格
的
な
軽
々
し
さ
に
転
じ
て
用
い
ら
れ
る
例
が
あ

る
。例

３
　
喜
則
軽
而
賜
　
淘
軽
謂
軽
桃
失
拠
。
椋
小
飛
也
。
（
萄
子
・
不
萄
）

例
３
で
は
、
楊
賜
注
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
軽
」
は
性
格
的
な
軽
々
し
さ
、

落
ち
つ
き
の
な
さ
を
表
す
。
こ
れ
を
「
軽
」
の
第
三
の
語
義
と
す
る
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
「
瓢
」
「
軽
」
は
次
の
よ
う
な
語
義
を
も
つ
。

　
　
副
Ｏ
暴
力
性
、
攻
撃
性
、
　
敏
捷
性

　
　
軽
　
Ｏ
敏
捷
性
、
　
軽
量
性
、
　
軽
薄
さ

こ
の
二
語
の
複
合
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
瓢
軽
」
の
用
例
を
見
る
と
、
そ
の
語
義

は
大
ま
か
に
二
っ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
「
剰
」
の
¢
義
で
あ
る
暴
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

性
、
攻
撃
性
に
、
「
瓢
」
の
＠
義
、
「
軽
」
の
０
義
で
あ
る
敏
捷
性
が
加
わ
る
場

合
と
、
○
「
瓢
」
の
０
義
、
暴
力
性
・
攻
撃
性
に
「
軽
」
の
　
義
、
軽
薄
さ
が

加
わ
る
場
合
で
あ
る
。

　
前
者
、
○
〈
攻
撃
性
十
敏
捷
性
〉
に
分
類
さ
れ
る
例
か
ら
見
て
ゆ
く
。

例
４
　
孝
景
三
年
　
呉
楚
反
。
亜
父
以
中
尉
為
太
尉
東
撃
呉
楚
。
因
自
謂
上
日
、

　
　
「
楚
兵
瓢
軽
、
難
興
争
鋒
。
願
以
梁
委
之
、
絶
其
糧
道
、
乃
可
制
。
」
（
史

　
　
記
・
緯
侯
周
勃
世
家
）

例
４
は
楚
兵
の
戦
い
ぶ
り
を
表
す
も
の
で
、
敏
捷
に
動
き
、
激
し
く
攻
め
た
て

る
性
質
を
表
す
。

例
５
　
漢
既
請
謀
、
禽
信
於
陳
、
越
楚
瓢
軽
、
乃
封
弟
交
為
楚
王
。
（
史
記
・

　
　
太
子
公
自
序
）

例
５
は
楚
人
の
気
風
に
つ
い
て
の
例
で
、
具
体
的
な
動
作
の
敏
捷
性
は
表
さ
れ

な
い
が
、
や
は
り
、
攻
撃
性
に
富
み
、
相
手
を
脅
や
か
す
性
質
を
表
す
。
そ
の

た
め
に
、
楚
の
国
を
治
め
る
こ
と
は
大
変
難
し
く
、
弟
の
交
を
領
主
に
し
、
楚

王
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
中
国
に
お
け
る
「
剰
軽
」
の
語
義
の
○
と
は
、
動
作
が
敏
捷
で
攻

撃
性
に
富
み
、
相
手
を
脅
や
か
す
性
質
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

　
後
者
、
○
〈
暴
力
性
十
軽
薄
さ
Ｖ
に
分
類
さ
れ
る
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

例
６
　
而
部
下
多
剰
軽
、
因
弄
人
婦
女
、
奪
人
財
貨
帝
頗
知
之
。
景
宗
催
乃
止
。

七
六

　
　
（
南
史
・
列
偉
曹
景
宗
）

例
７
　
軽
副
者
則
遊
入
険
阻
、
党
就
事
悪
。
百
姓
虚
蜴
、
厳
然
愁
擾
。
（
呉
志

　
　
・
騎
統
偉
）

例
６
は
、
暴
力
を
ふ
る
い
、
財
貨
を
奪
い
と
る
、
乱
暴
者
・
無
頼
者
的
な
性
質

を
表
す
。
例
７
の
「
軽
瓢
」
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
険
阻
の
地
に
逃
げ
こ
み
、
徒
党

を
組
ん
で
悪
事
を
働
く
、
そ
の
よ
う
な
人
問
を
表
す
例
で
あ
る
。
暴
力
性
、
攻

撃
性
と
い
う
点
で
は
○
と
変
わ
ら
な
い
。
又
、
動
作
の
敏
捷
性
も
含
ま
れ
る
が
、

そ
う
い
っ
た
自
分
の
行
動
に
対
す
る
思
慮
分
別
を
も
た
ぬ
ま
ま
に
暴
力
を
ふ
る

う
と
い
う
、
一
種
の
軽
薄
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
次
の
二
例
は
特
に
そ
れ
が
顕
著

な
例
で
あ
る
。

例
８
　
天
下
未
定
、
民
皆
瓢
軽
、
不
念
産
殖
、
其
生
子
無
以
相
活
、
率
皆
不
學
。

　
　
潭
所
在
奪
其
漁
努
之
具
、
課
使
耕
桑
、
又
兼
開
稲
田
（
魏
志
・
鄭
潭
偉
）

例
９
　
一
日
、
民
多
被
刑
、
或
形
貌
醜
悪
、
亦
是
也
風
俗
狂
慢
、
愛
節
易
度
、

　
　
則
爲
瓢
軽
奇
怪
之
服
故
有
服
妖
。
（
漢
書
・
五
行
志
）

例
８
は
乱
世
に
お
い
て
、
人
々
は
「
不
念
産
殖
」
、
十
分
な
生
産
活
動
を
行
わ

ず
、
子
供
を
育
て
よ
う
と
も
し
な
い
。
そ
こ
で
、
彼
ら
の
持
つ
漁
労
の
道
具
を

と
り
あ
げ
て
、
田
畑
を
耕
乍
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
漁
労
等
の
、
多
少
と

も
攻
撃
性
を
要
す
る
仕
事
に
は
携
わ
る
が
、
子
供
の
養
育
や
農
耕
な
ど
の
堅
実

な
努
力
に
は
欠
け
る
人
問
を
表
す
。
例
９
は
五
行
思
想
の
一
、
「
貌
」
の
大
切

さ
を
説
く
箇
所
で
、
「
風
俗
が
乱
れ
、
基
準
や
法
が
変
わ
る
時
は
必
ず
軽
々
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
奇
怪
な
服
装
と
な
る
。
」
意
で
あ
る
。
暴
力
性
、
攻
撃
性
と
い
う
面
は
こ
こ

に
は
見
う
け
ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
表
さ
れ
る
、
奇
を
て
ら
っ
た
奇
妙
な
服
装
、

風
潮
は
や
は
り
堅
実
な
思
慮
か
ら
は
か
け
は
な
れ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

・
つ
ｏ

　
こ
の
二
例
か
ら
、
堅
実
な
努
力
や
思
慮
、
判
断
に
欠
け
る
人
問
、
そ
の
よ
う

な
一
種
の
軽
薄
さ
を
も
っ
た
人
物
、
風
潮
を
も
「
劉
軽
」
と
言
う
こ
と
が
わ
か

る
。
「
軽
」
の
　
義
、
性
格
的
な
軽
薄
さ
が
主
眼
と
な
っ
た
用
法
と
言
え
よ
う
。

　
例
６
か
ら
９
に
は
、
中
国
に
お
け
る
「
瓢
軽
」
の
語
義
の
Ｏ
と
し
て
、
と
も

す
れ
ば
、
攻
撃
的
、
暴
力
的
に
相
手
を
脅
や
か
し
、
奪
い
と
る
行
為
に
は
し
り

か
ね
な
い
、
し
か
も
そ
れ
に
つ
い
て
の
思
慮
、
分
別
を
持
た
な
い
、
軽
薄
で
無

頼
者
的
な
性
質
が
見
て
と
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
中
国
に
お
け
る
「
劉
軽
」
、
そ
の
語
義
○
、
Ｏ
は
攻
撃
性
、
暴
力

性
を
共
通
の
義
と
し
、
さ
ら
に
、
ｅ
に
は
動
作
の
敏
捷
性
が
加
わ
り
、
ｏ
に
は

堅
実
な
努
力
や
思
慮
に
は
欠
け
る
と
い
っ
た
軽
薄
さ
が
加
わ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
そ
の
語
形
に
つ
い
て
は
、
『
説
文
』
に
「
剰
」
は
「
瓜
刀
票
士
ご

と
あ
り
、
「
軽
」
は
「
瓜
車
至
士
こ
と
あ
る
。
例
４
『
史
記
』
司
馬
貞
注
で
は

「
瓢
音
疋
妙
反
、
軽
讃
従
去
聲
」
と
あ
り
、
「
ヒ
ョ
ウ
ケ
イ
」
と
読
ん
だ
こ
と
が

わ
か
る
。

　
こ
れ
以
下
、
中
国
文
献
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
「
剰
軽
」
を
原
漢
語
と
仮
称
す

る
が
、
原
漢
語
は
、
語
形
、
語
義
と
も
、
日
本
に
お
け
る
近
世
の
用
例
と
は
か

　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

な
り
異
な
る
。
そ
の
変
化
の
様
相
に
つ
い
て
、

三
　
中
世
末
、

三
章
以
降
で
見
て
ゆ
き
た
い
。

抄
物
に
見
ら
れ
る
「
剰
軽
」

　
中
国
に
お
け
る
「
剰
軽
」
の
用
い
ら
れ
方
は
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
日

本
に
お
い
て
は
中
世
末
の
抄
物
に
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

例
１
０
　
勧
人
生
業
　
農
畢
乃
令
子
弟
就
学
、
剰
軽
瀞
窓
者
皆
役
以
田
桑
。
生
業

　
　
ハ
世
締
方
ノ
事
、
ス
ギ
ハ
イ
ナ
ソ
ヲ
人
二
教
タ
ソ
　
農
ガ
ハ
ツ
レ
ハ
学
問

　
　
ヲ
サ
セ
ウ
ト
云
タ
ソ
　
劉
軽
ハ
ウ
デ
コ
キ
ダ
テ
シ
テ
　
人
ヲ
ネ
メ
キ
メ
テ

　
　
マ
ワ
ル
者
ソ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蒙
求
抄
　
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ウ
デ
コ
キ
ダ
テ
」
と
は
「
腕
力
を
こ
と
さ
ら
他
に
誇
示
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」

で
、
同
じ
く
『
蒙
求
抄
』
の
中
で
「
遊
佼
」
の
説
明
に
あ
て
ら
れ
る
。
こ
こ
で

は
「
剰
軽
」
と
は
、
乱
暴
者
で
定
職
を
も
た
ず
に
遊
び
暮
ら
す
よ
う
な
人
問
を

言
い
、
原
漢
語
の
語
義
の
ｏ
に
あ
た
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
原
漢
文
に
あ
た
る
「
劉
軽
」
を
引
用
し
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
『
史
記
』
に
用
い
ら
れ
た
「
劉
軽
」
も
『
史

記
抄
』
で
は
そ
の
ま
ま
音
読
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
の
用
例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
他
に
は
見
出
し
て
い
な
い
。

運
歩
色
葉
集
等
の
中
世
古
辞
書
類
、
文
明
本
節
用
集
以
下
の
中
世
か
ら
近
世
初

頭
に
か
け
て
の
節
用
集
類
に
も
例
は
な
い
。
『
日
葡
辞
書
』
を
初
め
と
す
る
キ

リ
シ
タ
ン
資
料
、
蛋
言
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

語
は
、
中
世
末
の
日
本
語
の
語
彙
の
内
に
、
十
分
に
取
り
い
れ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　
四
　
近
世
初
期
、
仮
名
草
子
に
見
ら
れ
る
「
ひ
や
う
き
ん
」

　
近
世
初
め
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
は
仮
名
草
子
に
登
場
す
る
。
今
回
調
査
し
た

限
り
で
は
『
難
波
物
語
』
（
明
暦
元
・
一
六
五
五
）
二
例
、
『
東
海
道
名
所
記
』

（
万
治
二
・
ニ
ハ
五
九
）
一
例
、
『
野
郎
虫
』
（
寛
文
二
以
前
）
六
例
、
『
浮
世
物

語
』
（
寛
文
初
・
一
六
六
一
）
五
例
、
『
江
戸
名
所
記
』
（
寛
文
二
・
ニ
ハ
六
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
例
の
五
資
料
が
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
野
田
寿
雄
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、

仮
名
草
子
の
第
三
期
、
評
判
記
、
名
所
記
的
な
も
の
に
か
た
よ
っ
て
用
い
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。

　
表
記
に
関
し
て
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
仮
名
書
き
で
は
「
ひ
や
う
き
ん
」
、

漢
字
で
記
す
場
合
は
す
べ
て
「
瓢
金
」
と
書
か
れ
る
。

例
１
１
　
す
べ
て
賢
愚
貧
富
を
わ
か
た
ず
、
た
ち
い
る
程
の
や
ぼ
す
け
は
、
心
空

　
　
に
な
ら
柴
の
、
懲
の
重
荷
を
背
負
ひ
、
身
は
ひ
や
う
き
ん
に
、
な
り
ひ
さ

　
　
ご
の
、
浮
い
た
軽
口
を
た
た
い
て
、
物
事
し
み
じ
み
と
し
た
る
事
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
波
物
語
）

例
１
２
　
さ
い
っ
こ
ろ
ま
で
か
、
遊
女
ど
も
の
舞
け
る
に
瓢
金
の
と
び
あ
が
り
ど

　
　
も
、
こ
れ
に
心
を
と
ら
か
さ
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
（
東
海
道
名
所
記
一
）

「
瓢
金
」
は
原
漢
語
「
副
軽
」
か
ら
考
え
る
と
、
表
記
上
は
あ
て
字
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
　
　
　

と
に
な
る
。
「
瓢
」
は
「
副
」
と
同
音
異
義
、
「
金
」
は
「
軽
」
の
唐
音
の
表
記

と
見
ら
れ
る
。
「
瓢
」
に
「
瓢
」
を
あ
て
た
点
に
つ
い
て
は
後
で
ふ
れ
る
。
ま

た
、
「
軽
」
に
「
金
」
を
あ
て
た
こ
と
に
は
積
極
的
な
理
由
は
見
出
せ
な
い
の

で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
「
軽
」
を
唐
音
で
「
キ
ン
」
と
読
む
こ
と
の
む
ず
か
し

さ
、
な
じ
み
に
く
さ
を
避
け
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
他
方
、
時
代
を
下
り
、
『
合
類
節
用
集
－
、
『
音
言
字
考
節
用
集
』
に
は
「
瓢

金
」
は
見
ら
れ
な
い
。
両
書
と
も
「
瓢
軽
」
と
し
て
原
漢
語
ど
お
り
の
表
記
を

あ
げ
て
い
る
。
ま
た
「
音
言
字
考
節
用
集
（
人
倫
門
）
』
に
は
「
標
氣
者
　
疾

也
俗
又
作
ハ
瓢
金
非
也
。
」
と
も
あ
り
、
「
瓢
金
」
を
俗
の
表
記
と
し
、
そ
れ
に
対

し
て
「
標
氣
者
」
を
正
字
と
し
て
示
し
て
い
る
。
「
標
」
は
「
瓢
」
と
同
音
同

義
で
あ
り
、
そ
れ
に
「
疾
也
」
と
注
を
っ
け
る
こ
と
は
、
か
な
り
原
漢
語
「
副

軽
」
の
語
義
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
「
ひ
や
う
き
ん
」
は
様
々
な
表
記

で
用
い
ら
れ
る
が
、
姿
は
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
語
源
を
原
漢
語
「
瓢
軽
」
と
解

す
る
意
識
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
世
初
期
、
仮
名
草
子
に
見
ら
れ
る
「
ひ
や
う
き
ん
」
は
、

語
形
、
表
記
と
も
に
原
漢
語
と
異
な
る
が
、
語
義
に
関
し
て
も
、
や
は
り
違
い

が
見
ら
れ
る
。
例
ｕ
，
１
２
、
二
例
と
も
遊
女
に
の
ぽ
せ
、
我
を
忘
れ
て
有
頂
天

に
な
る
様
を
「
ひ
や
う
き
ん
」
と
言
う
。
こ
の
点
は
他
の
１
５
例
も
す
べ
て
同
様

で
あ
る
。
遊
女
、
歌
舞
伎
、
博
打
と
い
っ
た
遊
び
に
浮
か
れ
る
人
間
、
そ
の
様

子
を
表
す
の
が
、
こ
の
時
期
、
仮
名
草
子
に
見
ら
れ
る
「
ひ
や
う
き
ん
」
で
あ



る
。
こ
れ
を
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
意
味
特
徴
の
一
っ
、
享
楽
性
と
考
え
る
が
、

原
漢
語
「
瓢
軽
」
に
は
認
め
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
原
漢
語
に
は

広
く
認
め
ら
れ
た
、
攻
撃
性
、
暴
力
性
は
日
本
で
の
用
例
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
語
義
を
や
や
細
か
に
見
る
と
、
共
通
す
る
点
も
又
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
次
に
考
え
て
み
た
い
。

　
仮
名
草
子
の
「
ひ
や
う
き
ん
」
に
は
、
「
と
び
あ
が
り
」
と
い
う
語
句
と
並

立
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

例
１
３
　
一
手
先
も
見
え
ぬ
と
び
あ
が
り
の
瓢
金
な
り
け
れ
ば
、
名
を
だ
に
、
人

　
　
な
み
に
は
っ
か
で
瓢
太
郎
と
ぞ
云
ひ
け
る
。
　
（
浮
世
物
語
巻
一
・
三
）

こ
の
よ
う
な
例
が
五
資
料
の
１
７
例
中
３
例
あ
る
。
例
数
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い

が
、
や
や
後
の
資
料
に
も
同
様
の
例
が
あ
り
、
『
浪
花
聞
書
』
に
は
「
と
び
あ

が
り
者
、
ひ
や
う
き
ん
者
な
り
。
」
と
も
あ
り
、
両
語
の
結
合
が
慣
用
的
に
な

り
、
語
義
の
上
で
重
な
り
あ
う
部
分
が
大
き
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
、
こ
の
語
義
を
「
と
っ
ぴ
を
言
動
を
す
る
こ
と
、

ま
た
、
そ
の
人
、
ひ
ょ
う
き
ん
も
の
、
む
一
」
う
み
ず
、
は
ね
あ
が
り
」
と
述
べ
、

『
近
世
上
方
語
辞
典
』
に
は
「
突
飛
な
言
動
を
な
す
こ
と
、
言
動
の
軽
兆
な
こ

と
、
又
そ
の
人
」
と
あ
る
。
っ
ま
り
、
「
と
び
あ
が
り
」
と
は
、
普
通
と
は
異

な
っ
た
、
突
出
し
た
状
態
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
常
軌
を
逸
脱
し
た
、
と
っ
ぴ

な
様
を
表
す
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

こ
の
語
の
単
独
の
用
例
を
次
に
見
る
。

例
１
４
　
又
、
角
前
髪
の
若
い
者
同
じ
心
の
劃
ど
も
四
人
。
揃
へ
明
衣

　
　
の
染
こ
み
に
気
を
つ
く
し
　
筋
を
我
物
に
し
て
参
り
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
鶴
織
留
四
・
三
　
諸
朋
帥
以
蛇
伊
勢
）

右
の
例
で
は
、
「
角
前
髪
」
に
「
揃
へ
明
衣
」
と
い
う
人
の
目
を
ひ
く
服
装
で
、

道
筋
を
我
物
顔
で
の
し
歩
く
人
物
を
「
と
び
あ
が
り
」
と
い
う
。
そ
の
服
装
や

言
動
は
、
や
は
り
常
軌
を
逸
脱
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

例
１
５
　
い
や
し
き
も
の
を
謂
だ
し
、
夫
妻
に
い
た
せ
な
ど
と
は
近
比
本
意
を
背

　
　
た
お
す
・
め
、
お
恨
に
存
ず
る
。
」
と
常
と
か
わ
っ
た
挨
拶
す
れ
ど
、
両

　
　
人
の
飛
あ
が
り
共
、
ま
だ
気
づ
か
ず
「
扱
は
旦
那
は
し
ゃ
れ
て
堅
い
御
口

　
　
上
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
け
い
せ
い
色
三
味
線
　
京
之
巻
・
一
）

例
１
５
は
大
夫
の
身
う
け
を
す
す
め
る
調
子
の
よ
い
男
を
「
飛
あ
が
り
」
と
言
う
。

遊
里
で
浮
か
れ
遊
ぶ
と
い
う
点
か
ら
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
と
言
い
か
え
て
も
よ

い
よ
う
な
例
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
浮
か
れ
遊
ぶ
様
子
は
、
世
人
の
目
か
ら
見
れ

ば
常
軌
を
逸
脱
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
「
と
び
あ
が
り
」
と
言
い
表
す
の
で
あ

ろ
う
。

　
例
１
４
，
１
５
か
ら
、
常
軌
の
逸
脱
性
を
「
と
び
あ
が
り
」
の
語
義
と
し
て
見
て

き
た
が
、
そ
れ
は
「
ひ
や
う
き
ん
」
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
遊
里
等

で
浮
か
れ
遊
ぶ
人
問
、
そ
の
様
子
は
世
間
一
般
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
常
軌
を
逸

し
、
「
と
び
あ
が
り
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

　
こ
の
他
に
、
「
ど
び
あ
が
り
」
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
と
併
用
さ
れ
る
語
句
に

「
一
手
先
も
見
え
ぬ
」
、
「
痴
者
」
等
が
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
例
１
３
に
は
「
一
手

先
も
見
え
ぬ
と
び
あ
が
り
の
瓢
金
」
と
あ
る
が
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ

る
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

例
１
６
　
　
一
手
先
も
見
え
ぬ
、
と
び
あ
が
り
ど
も
、
お
ほ
く
の
金
銀
を
、
つ
ゐ

　
　
や
し
て
も
、
糸
瓜
の
皮
と
も
思
ハ
ズ
　
　
　
　
　
　
（
江
戸
名
所
記
　
四
）

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

例
１
７
　
　
瓢
金
の
痴
者
ど
も
猶
又
、
こ
こ
ろ
を
ま
ど
ハ
し
、
た
ま
し
ゐ
を
う

　
　
ば
・
れ
、
有
頂
天
に
な
り
て
う
か
れ
つ
っ
　
　
　
　
（
江
戸
名
所
記
　
五
）

「
一
手
先
も
見
え
ぬ
」
と
は
、
「
近
い
将
来
の
予
測
も
で
き
な
い
。
」
こ
と
で
あ

る
が
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
「
と
び
あ
が
り
」
、
両
語
の
表
す
常
軌
逸
脱
性
と
は
、

裏
返
せ
ば
思
慮
分
別
の
欠
落
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
何
の
考
え
も
な
く
、
目

前
の
こ
と
に
浮
か
れ
遊
び
、
奇
を
て
ら
っ
た
服
装
で
の
し
歩
く
。
い
き
お
い
、

「
と
び
あ
が
り
」
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
二
手
先
も
見
え
ぬ
」
と
軽
視
さ
れ
、

「
痴
者
」
と
酷
評
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
常
軌
逸
脱
性
、
思
慮
分
別
の
欠
落
と
は
、
性
格
的
な
軽
々
し

さ
に
よ
る
も
の
で
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
意
味
特
徴
の
二
と
し
て
、
軽
薄
性
と

い
う
面
が
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
は
原
漢
語
「
瓢
軽
」
の
語
義
の
○
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

漢
籍
の
例
９
「
瓢
軽
奇
怪
之
服
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
服
装
が
常
軌
を
逸
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
例
８
「
皆
瓢
軽
、
不
念
産
殖
、
其
生
死
無
以
相
活
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

も
、
生
産
や
子
孫
と
い
う
将
来
に
対
す
る
思
慮
を
欠
く
こ
と
を
表
す
。
日
本
で

仮
名
草
子
に
用
い
ら
れ
る
「
ひ
や
う
き
ん
」
は
原
漢
語
の
よ
う
に
、
暴
力
を
働

く
無
頼
者
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
無
頼
者
で
あ
れ
、
遊
び
人
で
あ
れ
、
世
問

一
般
か
ら
見
れ
ば
常
軌
を
逸
し
、
思
慮
に
欠
け
る
点
、
そ
れ
が
軽
薄
性
に
起
因

す
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
原
漢
語
「
瓢
軽
」
と
多
分
に
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
近
世
初
期
の
仮
名
草
子
に
見
ら
れ
る
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
義
は
次

の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

　
　
遊
女
や
歌
舞
伎
と
い
っ
た
遊
び
に
浮
か
れ
る
様
子
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

　
人
物
を
表
す
。
そ
の
言
動
は
常
軌
を
逸
し
、
思
慮
分
別
を
欠
い
た
軽
薄
な
も

　
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
た
だ
目
前
の
こ
と
に
浮
か
れ
る
と
い
う
享
楽
的
な
も

　
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
軽
薄
性
と
い
う
面
に
つ
い
て
は
原
漢
語
「
瓢
輕
」
の
語
義
か
ら

受
け
っ
い
だ
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
。
一
方
、
遊
里
等
で
浮
か
れ

遊
ぶ
と
い
う
享
楽
性
は
原
漢
語
に
は
認
め
に
く
く
、
日
本
独
自
の
意
味
特
徴
か

と
推
測
す
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
意
味
変
化
が
生
じ
た
の
か
、
次
章
で
は
、

そ
の
変
化
の
過
程
を
考
え
て
み
た
い
。

五

「
剰
軽
」
か
ら
「
ひ
や
う
き
ん
」

　
　
　
意
味
変
化
の
過
程

へ

原
漢
語
「
瓢
軽
」
が
日
本
語
の
語
彙
に
定
着
し
て
本
来
の
意
義
を
保
ち
、

残



し
つ
つ
も
、
新
し
く
、
遊
里
等
で
遊
び
浮
か
れ
る
享
楽
的
な
性
情
や
様
態
を
表

す
よ
う
に
な
る
、
そ
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
考
え
て

み
た
い
。

　
　
五
－
一
　
「
ひ
よ
う
た
ん
」
か
ら
の
連
想

例
１
６
　
今
は
む
か
し
、
浮
世
坊
と
て
、
浮
き
に
浮
い
て
瓢
金
な
る
法
師
あ
り
け

　
　
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浮
世
物
語
　
巻
一
・
二
）

例
〃
思
ひ
置
き
は
腹
の
病
、
当
座
く
に
や
ら
し
て
、
月
、
雪
、
花
、
紅
葉

　
　
に
う
ち
む
か
ひ
、
歌
を
う
た
ひ
酒
の
み
、
浮
き
に
浮
い
て
な
ぐ
さ
み
手
前

　
　
の
す
り
き
り
も
苦
に
な
ら
ず
、
沈
み
い
ら
ぬ
こ
こ
ろ
だ
て
の
、
水
に
流
る

　
　
る
瓢
箪
の
ご
と
く
な
る
。
こ
れ
を
浮
世
と
名
づ
く
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浮
世
物
語
巻
一
二
）

例
１
６
，
１
７
は
『
浮
世
物
語
』
の
冒
頭
で
あ
る
。
例
１
６
の
「
浮
き
に
浮
い
て
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

は
、
穎
原
退
蔵
氏
の
「
『
う
き
よ
』
名
義
考
」
に
も
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
、
ま

ま
な
ら
ぬ
世
で
あ
る
か
ら
当
座
々
々
を
楽
し
め
ば
よ
い
と
い
う
近
世
特
有
の
享

楽
的
な
処
世
態
度
を
示
す
表
現
で
あ
る
。
例
１
７
の
「
沈
み
い
ら
ぬ
心
だ
て
も
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

様
で
、
「
ど
ん
な
場
合
に
も
が
っ
く
り
こ
な
い
」
陽
気
で
気
楽
な
状
態
を
表
す

が
、
こ
こ
で
は
「
水
に
流
る
る
瓢
箪
」
が
こ
の
よ
う
な
浮
か
れ
た
状
態
、
享
楽

的
な
処
世
態
度
に
た
と
え
ら
れ
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
前
田
金
五
郎
氏

　
　
　
＠

に
よ
る
と
、
川
流
れ
の
瓢
箪
が
浮
か
れ
た
状
態
、
処
世
態
度
、
軽
口
の
比
瞼
に

　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
多
く
、
近
世
の
慣
用
的
な
表
現
と
さ
れ
る
。
次
の
例
１
８
，

１
９
も
そ
う
で
あ
る
。

例
１
８
　
た
・
う
き
世
の
波
に
た
・
よ
ふ
、
一
瓢
の
う
き
に
う
ひ
た
る
世
の
中
の
、

　
　
人
の
心
は
よ
し
あ
し
の
難
波
入
江
の
も
し
ほ
草
、
か
き
あ
つ
む
る
と
い
へ

　
　
ど
も
、
み
し
か
き
を
ひ
き
の
は
し
、
其
心
さ
し
ば
か
り
あ
り
が
ほ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
休
諸
国
物
語
　
序
）

例
１
９
　
い
か
な
る
瓢
箪
の
川
流
れ
な
る
軽
口
も
少
し
は
し
ぶ
り
こ
ぶ
り
給
ふ
べ

　
　
し
と
思
ひ
し
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
休
ば
な
し
　
巻
二
・
一
）

例
１
８
「
う
き
に
う
ひ
た
る
」
は
「
水
に
浮
く
」
と
「
心
が
う
き
う
き
す
る
」
の

掛
詞
で
あ
る
。
『
尤
之
双
紙
』
「
浮
か
ぶ
も
の
・
晶
々
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
浮

か
ぶ
も
の
と
言
え
ば
水
に
瓢
箪
と
い
う
関
係
か
ら
瓢
箪
が
う
き
う
き
と
し
た
状

態
、
処
世
態
度
を
表
し
、
更
に
、
そ
の
軽
さ
か
ら
例
１
９
の
よ
う
に
軽
口
を
も
表

す
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
慣
用
化
す
る
う
ち
に
、

語
形
の
類
似
か
ら
「
ひ
や
う
き
ん
」
と
「
ひ
よ
う
た
ん
」
の
間
に
連
想
関
係
が

働
き
、
「
瓢
箪
」
に
代
わ
っ
て
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
う
き
う
き
と
し
た
状
態
、

処
世
態
度
を
表
す
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
２
０
　
色
河
原
の
野
郎
遊
び
に
模
様
か
ゆ
る
思
案
せ
し
時
色
友
達
の
松
原
の
闇

　
　
の
夜
と
い
ふ
跡
先
し
ら
ぬ
瓢
箪
の
川
流
れ
、
浮
に
浮
く
男
が
源
を
す
す
め

　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
け
い
せ
い
色
三
味
線
　
京
之
巻
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

例
２
０
の
「
跡
先
し
ら
ぬ
」
は
「
瓢
箪
の
前
後
が
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
」
と

「
事
の
前
後
を
顧
な
い
こ
と
」
の
掛
詞
、
「
浮
に
う
く
」
は
例
１
８
と
同
じ
く
「
水

に
浮
く
一
と
「
心
が
う
き
く
す
る
一
の
掛
詞
で
前
後
を
顧
み
ず
無
分
別
に
浮

か
れ
る
男
、
「
ひ
や
う
き
ん
者
」
と
し
て
も
よ
い
よ
う
な
男
を
表
す
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
表
現
か
ら
、
や
が
て
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
「
瓢
箪
」
に
代
わ
り
、

先
の
例
１
６
「
浮
き
に
う
い
て
瓢
金
な
る
法
師
」
の
よ
う
な
表
現
が
成
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

例
２
１
　
す
べ
て
賢
愚
貧
富
を
わ
か
た
ず
、
た
ち
い
る
程
の
や
ぽ
す
け
は
、
心
空

　
　
に
な
ら
柴
の
、
懸
の
重
荷
を
背
負
ひ
、
身
は
ひ
よ
う
き
ん
に
な
り
ひ
さ
ご

　
　
の
浮
い
た
軽
口
を
た
た
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
波
物
語
）

　
右
例
の
「
身
は
ひ
よ
う
き
ん
に
な
り
ひ
さ
ご
」
と
は
「
江
戸
名
所
記
』
に
も

　
　
あ
り
、
慣
用
的
な
も
の
か
と
も
考
え
る
。
「
ひ
や
う
き
ん
」
と
「
瓢
箪
」
こ
の

二
語
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
語
形
の
類
似
に
よ
る
一
種
の
縁
語
関
係
に
あ
っ
た

が
、
そ
れ
が
定
着
し
た
結
果
、
語
形
の
類
似
か
ら
の
連
想
と
い
う
こ
と
を
離
れ

て
、
単
に
意
味
的
な
っ
な
が
り
た
け
で
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
と
「
ひ
さ
ご
」
が

同
一
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
近
世
初
期
の
仮
名
草
子
に
見
ら
れ
る
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
享
楽
的
な

性
情
や
容
態
を
表
す
よ
う
に
な
る
、
そ
の
意
味
変
化
の
起
因
の
一
つ
が
、
「
瓢

箪
」
と
の
語
形
の
類
似
に
よ
る
連
想
で
は
な
い
か
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
。

　
表
記
に
関
し
て
も
、
原
漢
語
か
ら
見
て
、
瓢
金
は
あ
て
字
で
あ
る
が
、
「
副
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

に
「
瓢
」
を
あ
て
る
こ
と
に
は
こ
う
い
っ
た
連
想
も
働
い
て
い
る
か
と
考
え
る
。

　
　
五
－
二
　
「
瓢
」
、
「
漂
」

　
第
二
に
、
「
副
」
と
同
音
異
義
の
関
係
に
あ
る
「
瓢
」
、
「
漂
」
の
影
響
を
考

え
て
み
た
い
。

　
『
音
言
字
考
節
用
集
－
に
は
「
副
軽
」
の
俗
の
表
記
と
し
て
「
瓢
金
」
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
瓢
」
は
『
集
韻
』
に
「
匹
妙
切
。
音
副
」
、
「
玉
篇
－
に
「
旋
風
也
」
と
あ

り
、
風
が
吹
く
様
子
、
又
「
瓢
泊
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
て
も
な
く
さ
す

ら
う
様
を
表
す
。
「
漂
」
は
『
説
文
』
に
「
浮
也
」
と
あ
り
、
水
上
を
た
だ
よ

う
様
を
表
す
。
つ
ま
り
、
「
瓢
」
と
「
漂
」
の
二
字
は
風
に
吹
か
れ
る
の
と
水

に
浮
く
の
と
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
共
に
あ
て
も
な
く
た
だ
よ
う
様
を
表
す

の
で
あ
る
。

　
こ
の
二
字
を
、
特
に
遊
里
を
ふ
ら
ふ
ら
と
め
ぐ
り
さ
ま
よ
う
義
で
用
い
る
こ

と
が
あ
る
。
次
の
二
例
が
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
て
ん
つ

例
２
２
　
少
年
、
侶
妓
に
た
ら
さ
れ
て
瓢
客
と
な
る
。
（
根
無
草
　
麦
編
二
之
巻
）

　
　
　
ヒ
ヨ
ウ
カ
ク

例
２
３
　
漂
客
所
楽
也
。
（
瓢
金
窟
）

　
　
　
ダ
イ
シ
ン

「
瓢
客
」
、
「
漂
客
」
は
単
な
る
旅
人
の
意
で
も
用
い
る
が
、
こ
こ
で
は
遊
里
の

客
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
用
法
は
日
本
独
白
の
も
の
で
は
な
く
明
の
時
代
の
書
、
「
類
書



纂
窒
に
も
あ
り
、
そ
れ
が
更
に
、
次
例
に
示
す
よ
う
に
『
僅
言
集
覧
』
に
と

ら
れ
て
い
る
。

例
２
４
　
瓢
客
　
娼
妓
買
を
い
ふ

　
　
　
〔
類
書
纂
要
〕
瓢
客
言
下
人
軽
二
身
干
花
柳
之
中
↓
如
中
物
之
鼠
流
而

　
　
無
上
レ
定
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
補
　
僅
言
集
覧
）

　
「
剰
客
、
漂
客
」
を
遊
里
の
客
と
し
て
理
解
し
、
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
と
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
遊
里
等
で
遊
び
浮
か

れ
る
様
を
表
す
例
と
、
双
方
の
前
後
関
係
に
っ
い
て
は
断
定
で
き
ず
調
査
が
必

要
で
あ
る
が
、
『
類
書
纂
要
』
の
記
載
が
す
で
に
広
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
原
漢
語
「
瓢
輕
」
が
日
本
に
お
い
て
意
味
変
化
す
る
際
に
、

「
瓢
」
と
同
音
の
「
瓢
、
漂
」
か
ら
の
連
想
が
働
い
た
こ
と
も
考
え
う
る
一
っ

の
可
能
性
で
あ
る
。

六
　
「
ひ
ゃ
う
き
ん
」

の
流
行
と
定
着

　
本
章
で
は
、
お
お
よ
そ
十
七
世
紀
半
ば
か
ら
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
の
問
に
、

漢
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
定
着
し
て
き
た
の
か
を
見

る
こ
と
に
す
る
。

　
仮
名
草
子
類
の
「
瓢
金
」
と
比
較
し
て
大
き
な
違
い
と
な
る
の
は
、
「
瓢
箪
」

「
な
り
ひ
さ
ご
」
「
浮
き
に
浮
ひ
た
る
」
等
の
語
句
と
共
に
用
い
ら
れ
る
例
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

例
２
５
　
さ
る
ひ
や
う
き
ん
な
る
わ
か
き
も
の
有
。
明
く
れ
ゆ
う
ら
く
に
く
ら
し
、

　
　
あ
き
な
ひ
の
う
り
か
い
ハ
し
ら
ず
、
し
よ
く
は
手
に
っ
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
喜
蔵
主
　
古
今
噺
揃
　
五
）

例
２
５
　
は
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
語
義
の
上
で
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に
遊

び
浮
か
れ
る
様
、
享
楽
性
を
表
す
が
、
「
瓢
箪
」
「
浮
く
」
等
の
語
句
を
伴
わ
ず

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
咄
本
『
宇
喜
蔵
主
古
今
噺
揃
』
の
序
に

は
、
「
何
れ
の
と
き
に
か
あ
り
け
ん
、
瓢
箪
寺
の
住
侶
宇
喜
蔵
主
と
申
せ
し
は

一
生
浮
世
は
飛
鳥
川
、
き
の
ふ
の
分
別
も
け
ふ
は
人
の
あ
た
な
り
。
」
と
あ
り
、

「
瓢
箪
」
が
浮
か
れ
た
生
き
方
や
態
度
の
比
瞼
と
な
る
表
現
は
す
た
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
こ
れ
ら
の
語
句
を
伴
わ
ず
に
、
っ
ま
り
瓢
箪

か
ら
の
連
想
を
ぬ
き
に
し
て
も
、
遊
び
浮
か
れ
る
様
を
表
す
語
と
し
て
理
解
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
下
、
一
、
浮
世
草
子
・
酒
落
本
類
と
、
二
、
咄
本
類
と
に
分
け
て
、
「
ひ

や
う
き
ん
」
の
意
味
用
法
の
変
化
を
見
て
ゆ
く
。

　
　
六
－
一
　
浮
世
草
子
・
酒
落
本
に
見
ら
れ
る
「
ひ
や
う
き
ん
」

　
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
の
浮
世
草
子
・
酒
落
本
に
用
い
ら
れ
る
「
ひ
や
う
き

ん
」
に
っ
い
て
見
る
と
、
次
の
例
２
６
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
る
が
、
「
我
を
忘

れ
て
遊
里
で
浮
か
れ
遊
ぶ
」
と
い
う
、
そ
の
享
楽
性
に
お
い
て
は
変
わ
る
こ
と

が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

例
２
６
　
室
は
西
国
第
一
の
湊
、
遊
女
も
昔
に
ま
さ
り
て
、
風
儀
も
さ
の
み
大
阪

　
　
に
か
は
ら
ず
と
い
ふ
。
浮
世
の
事
は
し
ま
う
た
屋
の
金
佐
衛
門
を
誘
引
て
、

　
　
同
じ
こ
こ
ろ
の
瓢
金
玉
、
ぬ
け
舟
を
い
そ
が
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
好
色
一
代
男
　
五
　
欲
の
馳
帥
艸
に
）

　
ま
た
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
義
の
も
う
一
っ
の
意
味
特
徴
で
あ
り
、
「
と
び

あ
が
り
」
と
も
共
通
す
る
「
軽
薄
性
」
は
、
や
は
り
こ
の
時
期
の
用
例
に
も
顕

著
で
あ
る
。

例
２
７
　
鈍
か
に
重
い
金
平
を
、
転
倒
し
平
金
と
、
名
乗
る
男
の
楽
し
み
は
、
三

　
　
味
線
、
小
歌
に
如
く
は
な
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぬ
れ
ほ
と
け
　
序
）

例
２
７
は
金
平
浄
瑠
璃
の
主
人
公
、
金
平
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
「
平
金
」
と
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

乗
る
伊
達
者
の
例
で
、
番
町
辺
の
旗
本
奴
が
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
る
。
と
っ
ぴ
を

好
み
、
粋
を
競
い
、
周
囲
に
威
を
ふ
る
う
、
享
楽
性
と
共
に
軽
薄
性
の
強
く
表

さ
れ
た
例
で
あ
る
。

　
仮
名
草
子
類
と
若
干
異
な
る
点
は
、
表
す
対
象
に
女
性
が
含
ま
れ
て
く
る
こ

と
で
あ
る
。

例
２
８
さ
れ
ば
女
は
氏
無
う
て
、
玉
の
輿
な
き
に
し
も
あ
ら
ね
ば
（
中
略
）
年

　
　
長
け
て
は
生
半
の
俸
世
帯
は
嫌
な
兆
に
な
り
、
た
だ
副
軽
と
な
り
果
て
て
、

　
　
寄
る
辺
定
め
ぬ
浮
舟
と
波
に
漂
ふ
も
か
ず
く
侍
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
風
俗
鑑
二
　
娘
を
枇
粒
釈
蝸
瞬
臥
）

右
の
例
２
８
は
、
浮
か
れ
た
定
ま
ら
ぬ
生
き
方
を
示
し
享
楽
性
と
い
う
点
で
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

れ
ま
で
の
用
例
と
変
わ
ら
な
い
が
、
女
性
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
例
は
こ
れ
ま

で
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
ひ
ゃ
う
き
ん
」
の
表
現
対
象
が
次
第
に
拡

大
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
注
目
さ
れ
る
現
象
は
、
十
八
世
紀
半
ば
、
近
世
を
前
後

に
二
分
す
る
時
期
に
「
瓢
金
」
、
「
瓢
軽
」
を
書
名
に
冠
し
た
酒
落
本
が
刊
行
さ

れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
瓢
金
窟
』
（
延
享
四
・
一
七
四
七
）
、
『
瓢
軽
雑
病
論
』

（
明
和
年
問
・
一
七
六
七
－
七
二
）
で
あ
る
。

　
前
者
は
『
遊
仙
窟
』
の
も
じ
り
で
、
大
阪
、
瓢
箪
町
の
細
見
を
兼
ね
た
漢
文

の
案
内
記
で
あ
る
。
瓢
箪
町
の
地
名
の
由
来
は
、
水
に
浮
か
ん
だ
瓢
箪
が
風
に

吹
か
れ
て
漂
う
様
子
に
遊
客
を
た
と
え
た
も
の
と
言
い
、
こ
の
書
名
に
つ
い
て

　
　
ヒ
ヨ
ウ
ハ
ト
リ
　
　
　
　
ク
ワ
ク
ノ
ナ
ニ
　
　
キ
ン
ク
ツ
ハ
カ
ル
ト
シ
ヨ
ギ
　
ノ
　
コ
　
ハ
ン
ニ
イ
フ

は
「
瓢
　
取
二
一
－
郭
之
名
↓
金
窺
借
二
諸
妓
之
跨
－
畔
ニ
ム
」
と
い
う
説
明
が

　
　
ヒ
サ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
ク
ル
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
タ
　
グ
ラ

さ
れ
る
。

　
後
者
は
『
傷
寒
雑
病
論
』
の
も
じ
り
で
、
放
蕩
病
、
酒
客
病
な
ど
、
浮
か
れ
遊

ぶ
様
を
病
に
た
と
え
、
勘
当
湯
、
黄
金
湯
な
ど
、
そ
れ
に
対
す
る
薬
方
と
効
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ガ
キ
ヤ
ン
ゾ
ク
モ
ト
ヨ
リ
ヲ
、
シ
　
ゼ
ニ
ズ
　
　
ア
マ
サ
ニ
ヒ
ヤ
ク
ヲ

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
序
に
「
余
佼
族
素
多
。
銭
不
レ
鹸
二
二
百
４

ホ
ウ
タ
ウ
イ
マ
ダ
ジ
ウ
子
ン
ナ
ラ
　
ス
ル
コ
タ
ナ
ガ
ヘ
ヲ
　
サ
ン
ジ
ウ
ユ
ウ
ニ
　
　
ヒ
ヨ
ウ
キ
ン
ジ
ウ
ニ
キ
ヨ
ス
ソ
ノ
シ
チ
ニ
　
ッ
子
ニ
ナ
ル
　
テ
ウ

放
蕩
未
二
十
－
稔
」
為
二
店
替
二
二
十
有
二
。
瓢
－
輕
十
居
二
其
質
』
常
為
二
町

　
　
ザ
ル
ニ

ナ
イ
ノ
ヤ
ク
カ
イ
ト
　
ヲ
イ
テ
コ
コ
ニ
エ
ラ
ピ
モ
チ
イ
テ
ウ
ソ
　
　
　
　
ク
ワ
ン
ヲ
　
　
　
ヒ
ヤ
ウ
キ
ン
ザ
ツ
ピ
ヨ
ウ
ロ
ン
ヲ

内
厄
介
４
於
レ
是
撰
」
用
　
嘘
八
－
百
巻
４
作
二
瓢
－
輕
雑
病
論
４
」
と
あ
り
、

こ
れ
が
『
傷
寒
雑
病
論
－
の
序
、
「
余
宗
族
素
多
向
鎗
二
百
建
寧
紀
年
以
来
猶

未
十
稔
其
死
亡
者
三
分
有
二
傷
寒
十
居
其
七
」
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。



　
『
瓢
金
窟
』
は
ま
さ
に
遊
里
の
案
内
書
で
あ
り
、
こ
の
「
瓢
金
」
は
遊
里
に

お
い
て
浮
か
れ
遊
ぶ
享
楽
性
を
表
す
と
見
て
よ
い
。
一
方
の
『
剰
軽
雑
病
論
』

に
お
け
る
「
瓢
軽
」
は
浮
か
れ
遊
ん
で
放
蕩
の
か
ぎ
り
を
っ
く
す
享
楽
性
と
同

時
に
、
「
佼
族
」
と
呼
ば
れ
る
や
や
気
負
っ
た
者
の
前
後
を
顧
み
な
い
軽
薄
性

を
表
す
。
と
も
に
、
近
世
初
期
の
仮
名
草
子
に
お
け
る
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語

義
と
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
用
い
ら
れ
方
は
ま
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
も
の
で
あ
る
。
『
瓢

金
窟
』
で
は
、
「
瓢
」
は
「
瓢
箪
町
」
の
一
字
を
と
り
、
「
金
窟
」
は
「
諸
妓
之

跨
畔
」
の
こ
と
だ
と
い
う
、
本
来
の
語
構
成
を
無
視
し
た
、
こ
じ
つ
け
と
も
言

え
る
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
『
剰
軽
雑
病
論
』
で
は
、
『
傷
寒
論
』
の
「
傷
寒
十

居
其
七
」
の
も
じ
り
に
利
用
さ
れ
る
。
先
に
例
２
７
で
示
し
た
、
「
金
平
」
を
逆

転
さ
せ
て
「
平
金
」
と
す
る
の
も
同
様
で
あ
る
が
、
語
形
の
類
似
、
語
構
成
を

利
用
し
て
遊
戯
的
に
言
語
を
用
い
た
例
で
あ
り
、
近
世
の
言
葉
の
特
色
を
強
く

示
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
漢
籍
を
も
じ
っ
た
酒
落
本
は
こ
の
時
期
に
多
く
見
ら
れ

る
が
、
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
文
学
、
学
問
の
世
界
に
お
い
て
そ
の
権
威
を
支

え
尊
ば
れ
て
き
た
漢
籍
の
書
名
、
内
容
を
漢
文
で
も
じ
り
、
し
か
も
実
際
の
内

容
は
そ
の
多
く
が
遊
里
に
関
す
る
通
俗
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
内
容
と
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

式
の
不
一
致
を
笑
い
の
材
料
と
す
る
、
近
世
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
作
品
名
に
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
後
に
も
述
べ
る

　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

が
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
滑
稽
の
意
を
獲
得
す
る
過
程
と
し
て
注
目
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
同
時
に
、
時
代
の
特
徴
を
強
く
示
す
、
い
わ
ば
流
行
語
の
様
相
を

帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
六
－
二
　
咄
本
に
見
ら
れ
る
「
ひ
や
う
き
ん
」

　
本
節
で
は
、
前
節
で
見
た
浮
世
草
子
、
酒
落
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
咄
本
に
お

い
て
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
ゆ
く
。

　
咄
本
と
は
、
「
一
般
に
小
咄
と
呼
ぶ
短
い
笑
話
を
集
め
た
も
の
」
で
、
「
形
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

・
表
現
に
は
時
期
的
、
地
域
的
に
か
な
り
相
違
が
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
が
、
本

節
で
考
察
の
対
象
と
し
、
ま
た
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
咄
本
の
第
二
期
に
あ
た
る
も
の
で
、
そ
の
語
義
に
関
し
て
は
、
そ

の
享
楽
性
、
軽
薄
性
が
変
わ
ら
ず
に
認
め
ら
れ
る
。

　
六
章
の
初
め
に
あ
げ
た
例
２
５
で
は
、
芝
居
に
夢
中
で
、
仕
事
に
身
が
入
ら
ず
、

っ
い
に
は
役
者
に
な
る
男
を
「
ひ
よ
う
き
ん
な
る
わ
か
き
も
の
」
と
言
い
、
次

の
例
２
９
の
よ
う
な
、
軽
薄
、
無
頼
の
男
も
「
へ
う
き
ん
な
る
も
の
」
と
言
わ
れ

る
。例

２
９
　
あ
る
へ
う
き
ん
な
る
も
の
、
日
暮
に
な
る
と
門
立
し
て
往
来
の
女
房
に

　
　
わ
る
く
ち
を
い
ひ
、
ぞ
め
き
け
る
。
　
　
　
　
　
（
当
世
口
ま
ね
笑
・
五
）

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
享
楽
性
、
軽
薄
性
に
加
え
て
、
咄
本
に
お
け
る
「
ひ
や
う

き
ん
」
に
は
、
軽
口
上
手
と
で
も
言
う
よ
う
な
、
口
達
者
な
性
格
を
表
す
一
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
例
３
０
に
あ
げ
る
「
ぎ
や
う
に
ひ
や
う
き
ん
」
な
僧

は
、
「
浮
蔵
主
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
享
楽
的
な
僧
で
あ
る
が
、
談
義
に
当
世

詞
を
用
い
た
こ
と
を
と
が
め
ら
れ
、
小
僧
が
言
う
の
で
叱
っ
た
が
、
つ
い
自
分

に
も
う
つ
っ
た
の
だ
と
言
い
わ
け
を
す
る
。
そ
こ
か
ら
逆
に
自
分
の
身
持
の
悪

さ
を
暴
露
す
る
の
で
あ
る
が
、
当
意
即
妙
の
軽
口
を
た
た
い
て
窮
地
を
き
り
ぬ

け
よ
う
と
す
る
、
口
の
達
者
な
一
面
が
認
め
ら
れ
る
。

例
３
０
　
或
寺
の
住
持
、
ぎ
や
う
に
ひ
や
う
き
ん
に
て
有
し
が
、
去
年
十
夜
の
談

　
　
義
に
、
弥
陀
御
本
願
の
お
も
ハ
く
は
し
よ
わ
け
の
立
た
事
。
神
ぞ
余
経
に

　
　
か
や
う
の
事
は
み
え
ぬ
と
い
は
れ
け
れ
ば
、
談
義
は
て
・
或
旦
那
い
ふ
や

　
　
う
御
ま
へ
の
談
義
に
ハ
、
当
世
詞
が
出
て
人
が
わ
ら
ひ
ま
す
る
と
異
見
し

　
　
け
れ
ば
（
中
略
）
昨
夜
の
談
義
に
当
世
詞
を
申
た
と
て
お
わ
ら
ひ
被
成
た

　
　
と
承
ま
し
た
。
小
僧
共
が
申
を
折
猛
い
た
し
た
を
覚
ず
申
ま
し
た
。
平
生

　
　
我
等
が
身
持
も
詞
の
ご
と
く
、
俗
衆
に
も
ま
じ
ハ
る
か
と
お
ほ
し
め
さ
う

　
　
が
め
い
わ
く
に
ご
ざ
る
。
愚
僧
に
お
い
て
不
義
な
事
共
ハ
、
此
寺
へ
す
ハ

　
　
り
て
か
ら
、
み
ぢ
ん
け
が
ご
あ
ん
せ
ぬ
と
い
は
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軽
口
大
わ
ら
ひ
・
五
）

　
こ
の
よ
う
な
性
格
を
軽
口
上
手
と
し
て
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
意
味
特
徴
の

一
つ
に
数
え
た
い
。
こ
れ
は
原
漢
語
「
瓢
軽
」
の
語
義
に
は
見
あ
た
ら
ず
、
日

本
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な
か
で
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
突
然
こ
こ

に
現
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
近
世
初
期
の
仮
名
草
子
、
『
浮
世
物
語
』
の
浮
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

坊
に
認
め
ら
れ
る
性
格
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
五
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

「
川
流
れ
の
瓢
箪
」
が
そ
の
軽
さ
か
ら
一
方
で
は
享
楽
的
な
人
生
態
度
の
比
廠

と
し
て
、
ま
た
一
方
で
は
軽
口
の
比
瞼
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
十
八
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
酒
落
本
『
瓢
金
窟
』
『
副
軽
雑
病
論
』
の
刊
行

と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
が
、
咄
本
に
お
い
て
も
、
『
軽
口
ひ
や
う
金
房
－
（
元

録
末
）
、
，
軽
口
ひ
や
う
金
苗
』
（
延
宝
四
・
一
七
四
七
）
、
『
軽
口
俵
金
袋
』
（
明

和
八
・
一
七
七
一
）
等
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
を
書
名
に
し
た
も
の
が
次
々
と
刊

行
さ
れ
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
と
「
軽
口
」
と
の
結
び
つ
き
が
よ
り
強
い
も
の
に

な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
咄
本
は
笑
話
を
集
め
た
も
の
で
、
軽
口
を
た
た
き
う
ま
く
相
手
を

言
い
く
る
め
る
に
せ
よ
、
逆
に
自
分
の
失
敗
を
暴
露
す
る
に
せ
よ
、
多
く
は
笑

い
の
う
ち
に
話
の
お
ち
が
つ
く
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
軽
口
、
　
　
相
手
を
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
負
か
す
よ
う
な
読
弁
の
類
　
　
と
限
定
せ
ず
と
も
、
単
に
そ
の
言
葉
が
滑
稽

で
笑
い
を
誘
う
場
合
、
ま
た
さ
ら
に
は
言
葉
だ
け
で
な
く
、
身
ぶ
り
や
行
動
の

お
ど
け
た
様
子
も
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
表
す
意
味
内
容
に
含
ま
れ
て
く
る
よ
う

で
あ
る
。

例
３
１
　
ひ
や
う
き
ん
な
る
息
子
あ
り
。
親
仁
、
夜
歩
き
を
折
橿
す
れ
ど
も
さ
ら

　
　
に
用
ゐ
ず
。
殊
に
盆
に
は
猶
出
け
る
が
、
あ
る
時
、
女
出
立
を
し
て
夜
明

　
　
く
る
ま
で
踊
り
、
く
た
び
れ
て
部
屋
に
入
り
、
か
の
出
立
の
ま
ま
に
て
打



　
　
ち
転
ぎ
て
寝
た
り
。
（
中
略
）
詮
索
す
る
声
に
目
を
さ
ま
し
、
大
き
な
る

　
　
声
に
て
、
「
松
坂
こ
え
て
や
っ
さ
」
と
い
ひ
さ
ま
背
戸
へ
に
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
世
手
打
笑
　
五
）

例
３
１
は
盆
踊
り
に
浮
か
れ
る
息
子
の
話
で
、
仕
事
も
せ
ず
に
遊
び
く
ら
す
点
は

こ
れ
ま
で
の
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
享
楽
性
を
表
す
用
例
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ

る
が
、
女
出
立
で
唱
っ
て
に
げ
だ
す
お
ど
け
た
様
が
あ
わ
せ
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
っ
ま
り
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
表
す
人
間
の
属
性
に
享
楽
性
、
軽
薄
性
と
い

う
面
が
あ
り
、
咄
本
に
お
い
て
は
軽
口
上
手
と
い
う
面
が
加
わ
り
、
更
に
、
広

く
言
動
の
滑
稽
性
を
表
す
よ
う
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
と
見
ら
れ
る
。
例
３
１
は
そ
の

一
っ
の
現
れ
と
言
え
よ
う
。

　
　
六
－
三
　
滑
稽
性
を
表
す
「
ひ
や
う
き
ん
」
へ
の
変
化

　
前
節
で
は
、
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
享
楽
性
、
軽
薄
性
と
い
う
面
か
ら
広
三
言

動
の
滑
稽
性
を
表
す
よ
う
に
変
化
し
て
ゆ
く
、
そ
の
語
義
変
化
の
初
期
の
様
相

を
近
世
前
期
の
咄
本
に
見
た
。
ま
た
、
前
々
節
で
は
酒
落
本
に
お
い
て
も
そ
の

変
化
を
可
能
に
す
る
状
況
を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化

進
展
す
る
の
か
、
残
さ
れ
た
問
題
点
を
述
べ
る
形
で
考
え
て
み
た
い
。

　
変
化
を
と
げ
た
と
判
断
さ
れ
る
確
か
な
例
は
、
十
八
世
紀
後
半
、
近
世
後
期

に
入
っ
て
か
ら
見
出
さ
れ
る
。

例
３
２
　
ひ
や
う
き
ん
に
す
る
な
と
姉
に
縛
付
け

　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

　
　
　
　
う
か
れ
こ
そ
す
れ
く
一
柳
多
留
八
一

例
鎚
に
も
ち
の
お
や
ぢ
と
ん
だ
ひ
や
う
き
ん
者
に
て
。
い
ろ
く
わ
る
身
お

　
　
ど
り
を
か
し
く
。
ち
や
屋
の
家
内
の
も
の
も
み
な
く
大
わ
ら
ひ
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
之
島
土
産
　
二
）

例
３
４
　
名
代
の
ひ
や
う
き
ん
者
と
呼
ば
れ
し
か
み
さ
ま
、
浮
世
風
呂
と
は
一
ツ

　
　
な
が
屋
と
見
え
て
、
湯
く
み
場
の
片
わ
き
な
る
、
ひ
ら
き
戸
を
明
て
、
ゆ

　
　
か
た
の
な
り
に
て
出
来
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浮
世
風
呂
　
三
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匡

例
３
５
　
年
中
笑
っ
て
世
を
渡
る
滑
稽
仲
間
の
三
人
連
、
持
っ
た
が
病
の
遊
び

　
　
日
和
、
気
の
養
生
が
遊
山
に
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
箱
根
草
　
初
上
）

例
３
２
は
幼
児
の
お
ど
け
た
様
子
、
例
３
３
は
お
ど
け
た
身
ぶ
り
で
人
を
笑
わ
せ
る

老
人
、
例
３
４
は
酒
落
を
好
み
、
人
を
笑
わ
せ
て
ば
か
り
い
る
女
性
に
対
し
て
用

い
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
広
く
言
動
の
お
ど
け
た
様
を
表
し
、
現
代
語
に
お
け

る
使
わ
れ
方
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
例
３
５
で
は
、
「
滑
稽
」
を

「
ひ
や
う
き
ん
」
と
読
ま
せ
る
点
に
こ
の
語
の
理
解
の
さ
れ
方
は
明
ら
か
で
あ

る
。　

以
上
の
四
例
は
、
作
者
、
版
元
が
江
戸
で
あ
り
、
大
き
く
と
ら
え
れ
ば
江
戸

語
の
状
況
を
示
す
と
見
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
進
む
過
程
に

お
い
て
は
東
西
で
語
義
の
対
立
が
あ
り
、
東
で
は
そ
の
変
化
が
遅
れ
て
い
た
か

と
考
え
さ
せ
る
資
料
が
あ
る
。

例
３
６
　
軽
率
に
騒
が
し
き
こ
と
を
東
国
に
て
ひ
ゃ
う
き
ん
と
云
、
西
国
に
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
　
　
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

　
　
お
ど
け
た
る
事
を
ひ
や
う
き
ん
と
云
　
　
　
　
　
　
　
（
物
類
称
呼
　
五
）

右
の
例
３
６
が
そ
う
で
あ
る
が
、
東
国
で
は
軽
薄
性
が
ま
さ
り
、
西
国
に
お
い
て

は
滑
稽
性
へ
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、

『
ぬ
れ
ほ
と
け
」
、
『
瓢
軽
雑
病
論
－
な
ど
、
作
者
が
江
戸
の
人
問
と
考
え
ら
れ

る
資
料
に
軽
薄
性
は
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
後
の
随
筆
『
続
語
文
草
』
で
は

「
江
戸
に
て
は
佼
者
を
ひ
や
う
き
ん
者
と
い
ふ
」
と
そ
の
語
源
を
説
く
。
ま
た
、

十
八
世
紀
後
半
の
上
方
の
辞
書
「
昏
廠
尽
』
で
は
、
「
探
軽
い
ふ
　
昔
詞
也
今

軽
ロ
ヲ
云
　
但
転
甲
口
、
座
興
口
等
ト
ハ
別
也
。
」
と
解
説
す
る
。
「
ひ
や
う
き

ん
」
が
既
に
「
軽
口
」
の
昔
詞
と
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、

上
方
で
は
こ
れ
を
「
軽
口
」
の
意
味
で
用
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
以
上
の
点
か
ら
、
東
で
は
「
ひ
や
う
き
ん
」
が
軽
薄
性
を
表
し
、

西
で
は
滑
稽
性
を
表
す
と
い
う
『
物
類
称
呼
」
の
記
載
内
容
を
肯
定
す
る
に
は

材
料
不
足
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
同
時
期
の
東
西
の
用
例

を
そ
ろ
え
、
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

七
　
お
わ
り
に

　
以
上
、
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌
を
た
ど
っ
て
み
た
。

　
漢
語
「
剰
軽
」
が
日
本
語
の
語
彙
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
そ

の
語
形
、
語
義
、
表
記
を
大
き
く
変
え
、
近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
と
な
る
。

そ
の
変
化
の
内
容
を
見
る
と
、
地
口
や
酒
落
に
も
通
じ
る
言
語
の
遊
戯
的
な
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

面
を
利
用
し
て
、
近
世
特
有
の
享
楽
的
な
様
態
を
表
す
と
い
う
意
味
特
徴
を
獲

得
す
る
。
更
に
酒
落
本
や
咄
本
の
書
名
に
も
用
い
ら
れ
、
一
種
の
流
行
語
の
様

相
を
呈
す
る
。
ま
さ
に
、
時
代
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
漢
語
が
通
俗
化
を
果
た

す
一
例
と
言
え
よ
う
。

　
今
回
の
調
査
は
、
資
料
、
時
代
と
も
、
限
ら
れ
た
部
分
を
見
る
の
み
で
残
さ

れ
た
と
こ
ろ
は
多
い
。
そ
の
空
白
を
埋
め
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

こ
の
語
の
特
徴
が
、
一
つ
の
近
世
に
お
け
る
漢
語
受
け
入
れ
の
型
と
し
て
、
他

の
語
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
の
か
ど
う
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
○
　
鈴
木
丹
士
郎
「
近
世
語
彙
の
概
説
」
「
講
座
日
本
語
の
語
彙
５
近
世
の
語
彙
－
明

　
治
書
院

　
　
小
竹
武
夫
『
漢
書
－
筑
摩
書
房

　
　
「
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
傭
－
三
省
堂

＠
　
，
日
本
古
典
全
書
　
便
名
草
子
集
上
』
朝
日
新
聞
社
　
解
説

　
　
佐
藤
享
「
仮
名
草
子
の
漢
字
」
『
漢
字
請
座
７
近
世
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
明
治
書

　
院
＠
　
穎
原
退
蔵
「
『
う
き
よ
」
名
義
考
－
浮
世
草
子
に
関
す
る
一
考
察
」
『
穎
原
退
蔵

　
著
作
集
　
第
十
七
巻
』
中
央
公
論
社
　
所
収

¢
　
『
日
本
古
典
文
学
全
集
３
７
　
仮
名
草
子
集
　
浮
世
草
子
集
』
一
五
〇
頁

ゆ
前
田
金
五
郎
「
，
浮
世
物
語
』
雑
考
」
，
國
語
國
文
』
３
４
巻
６
号

　
此
道
に
た
ち
入
ほ
ど
の
し
れ
も
の
ハ
、
心
そ
ら
に
な
ら
柴
の
　
恋
の
重
荷
を
背
負

　
ひ
、
身
は
へ
う
き
ん
に
鳴
瓢
の
う
き
に
う
い
た
軽
口
を
た
・
き
て
（
吉
原
）



＠＠＠＠

『
日
本
思
想
大
系
　
近
世
色
道
論
』
岩
波
書
店
　
解
説

麻
生
磯
次
『
江
戸
文
學
と
中
国
文
學
』
三
省
堂
　
三
二
四
工
二
二
五
頁

『
国
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院
「
咄
本
」
の
項

岡
本
隆
雄
「
一
休
系
咄
本
覚
え
書
」
『
北
海
道
駒
沢
大
学
研
究
紀
要
６
』

土
産
』
（
『
古
典
文
庫
伽
　
十
返
舎
一
九
集
三
』
）
、
「
箱
根
草
』
（
「
帝
国
文
庫
　
滑
稽
名

作
集
下
』
）
、
『
続
語
文
草
』
（
『
浪
速
叢
書
ｎ
　
稿
本
随
筆
集
』
浪
速
双
書
刊
行
会
）
、

『
物
類
称
呼
』
（
「
諸
国
方
言
物
類
称
呼
』
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
編
）
、

「
警
瞼
尽
－
（
『
た
と
へ
づ
く
し
ー
警
瞭
尽
』
同
朋
社
）

　
資
料
と
し
た
文
献
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
説
文
』
（
欽
定
四
庫
全
書
所
収
）
、
『
廣
韻
』
（
同
上
）
、
『
集
韻
』
（
同
上
）
、
『
漢
書
』

（
評
点
本
　
中
華
書
局
）
、
『
旬
子
』
（
『
新
釈
漢
文
大
系
』
明
治
書
院
）
『
南
史
』
（
評
点

本
中
華
書
局
）
『
呉
志
』
（
同
上
）
、
中
田
祝
夫
編
『
蒙
求
抄
』
（
勉
誠
社
）
『
難
波
物

語
』
（
『
日
本
古
典
全
書
　
俣
名
草
子
集
上
』
朝
日
新
聞
社
）
、
『
浮
世
物
語
』
（
『
日
本
古

典
文
学
大
系
仮
名
草
子
集
』
岩
波
書
店
、
『
東
海
道
名
所
記
』
（
『
東
洋
文
庫
　
東
海

道
名
所
記
』
）
、
『
江
戸
名
所
記
』
（
『
仮
名
草
子
集
成
　
第
七
巻
』
東
京
堂
出
版
）
、
『
野

郎
虫
』
（
『
新
編
稀
書
複
製
会
叢
書
　
第
二
十
七
巻
』
臨
川
書
店
）
、
中
田
祝
夫
編
『
古

辞
書
大
系
　
合
類
節
用
集
　
研
究
並
び
に
索
引
』
（
勉
誠
社
）
、
中
田
祝
夫
、
小
林
祥
次

郎
著
『
音
言
字
考
節
用
集
　
研
究
並
び
に
索
引
」
（
風
間
書
房
）
、
『
西
鶴
織
留
』
（
『
定

本
西
鶴
全
集
七
』
中
央
公
論
社
）
、
『
好
色
一
代
男
』
（
『
同
上
二
）
、
『
け
い
せ
い
色
三

味
線
』
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
け
い
せ
い
色
三
味
線
　
け
い
せ
い
伝
受
紙
子
　
世

間
娘
気
質
』
）
、
＝
休
諸
国
物
語
』
（
『
咄
本
大
系
三
』
東
京
堂
出
版
）
、
二
休
ば
な
し
』

（
同
上
）
、
『
根
無
草
』
（
百
本
古
典
文
学
大
系
風
来
山
人
集
』
）
、
『
竺
言
集
覧
集
成

第
七
巻
』
大
空
社
）
、
『
宇
喜
蔵
主
古
今
咄
揃
』
（
『
咄
本
大
系
五
』
東
京
堂
出
版
）
、
『
軽

口
大
わ
ら
ひ
』
（
同
上
）
、
『
当
世
口
ま
ね
笑
ひ
』
（
同
上
）
、
『
ぬ
れ
ほ
と
け
』
（
百
本
思

想
大
系
近
世
色
道
論
』
岩
波
書
店
）
、
『
都
風
俗
鑑
』
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
仮

名
草
子
集
』
）
、
『
瓢
金
窟
』
（
『
酒
落
本
大
成
二
中
央
公
論
社
）
『
瓢
軽
雑
病
論
』
（
『
古

典
文
庫
脳
　
初
期
酒
落
本
集
』
）
、
『
傷
寒
論
』
（
『
傷
寒
論
集
成
』
出
版
科
学
総
合
研
究

所
）
、
『
当
世
手
打
笑
－
（
『
近
世
笑
話
集
上
　
元
録
期
軽
口
本
集
』
岩
波
文
庫
）
、
『
柳
多

留
い
』
岩
波
文
庫
、
『
浮
世
風
昌
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
浮
世
風
呂
』
）
、
『
江
之
島

近
世
語
「
ひ
や
う
き
ん
」
の
語
誌

八
九
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